


　日本赤十字社産院における奇形児発生割合は全分娩の 0.4%から 0.9%と 1%以

下で変動しているが,昭和 30 年から昭和 36 午までの間に発生した奇形児分娩

を検索し,対照例と比較検討中,たまたま昭和 32 年より仮性半陰陽の症例が発

生しはじめ,昭和 34 年には 6例を示している事実が明らかとなった。

　表 1 に示すように昭和 32 年から 1 例,33 年 1 例,34 年 6 例,36 年 3 例と連続

して発生し,女性偽半陰陽 5 例,男性偽半陰陽 6 例が発見されているが,性染色

体検索は行なっていないので正確な判別は期待しがたい。

　奇形中にしめる半陰陽児の割合は 32 年 2.9%,33 年 4.3%,34 年 12.5%,36 年

11.1%であり,32 年より 36 年を通じて 7.0%になっている。


